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　北海道は広葉樹王国といわれているが，なかんずく〝旭川〟は道産広葉樹材の集散地，広葉樹

製材，木製家具生産地市場として名を成している。

　この地における広葉樹製材生産の実態と製材品の利用の大宗を占める地元家具生産の実態につ

いて，アンケート調査した。

　まえがき

　北海道は〝広葉樹の産地〟といわれている。ミズナ

ラ，マカンバ，ヤチダモ，シナノキ，センノキなどの

有用広葉樹を産し，その優良な材は，道産広葉樹材と

して古くから内外で高い評価を受けている。

　しかし最近では，北海道の広葉樹資源も量・質とも

に低下しつつある。全国的にも優良広葉樹材は枯渇化

の傾向にあり，道産広葉樹の貴重価値はますます高ま

ってきている。

　このような状況に対処し，林野庁ではプロジェクト

テーマとして，広葉樹材の生産・流通・利用の調査

（代表山梨県ほか 9道県が参加）にとりくんでいる。

　その 一つとして，北海道で最大の広葉樹材の集積・

加工のまち，旭川市における広葉樹材の利用の事例調

査－広葉樹製材工場と広葉樹製材品の多くを使用す

る家具工場を対象－を行った。

　この報告は，北海道における広葉樹資源の情勢，素

材・製材品の流通状況の中で，旭川の広葉樹製材業者

や家具製造業者が，その生産と流通の両面において，

どのような対応を示しているか，工場実態にそくして,

原材料の入手・加工と製品販売に重きをおいてアンケ

ート調査したものである。

1．旭川の木材工業．家具工業のあらまし

1. 1　木材工業

　旭川の木材工業は，古くから大雪山系の豊富な森林

資源を背景に，製材・単合板・パルプ・家具建具製造

業など地域産業の中核として発展し，木材木製品の生

産・消費，家具生産のまちを形づくっている。

　木材工業関係の工場数は109工場（56年）で，内訳

は，製材 40，チップ 42，単合板 3，床板 3，経木10,

集成材 2，割箸 2，スキー 2，木取り加工 2，モール

ド1，オガタン1，製紙1工場である。

　製材の分野にふれると，地場消費型の針葉樹製材も

盛んであるが，なんといっても花形はナラ・インチ材

で最盛期の昭和30年度には 13万m3 が輸出され，その

後減少の一途をたどっているが，いまなお 2～3万m 3

台を維持している。また，広葉樹製材品の30％程度は

家具，楽器用として本州にむけられ，地場むけとして

は家具材，フローリング，モザイクフロア，集成材，
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折り箱となる経木などがあげられる。

　品質の 高い道産優良広葉樹材の流通市場として大き

な役割りをはたしている銘木市は，昭和42年から道内

の先駆として開催され，56年度には実施回数 5回，扱

い量18千m3，扱い高約17.1億円と全道銘木市の約 37

％にも及んでいる。

　この外に，ナラ・フリッチ材（家具建具用のツキ板

として使われる）は西欧，カバ単板・イタヤ楽器材は

台湾，カバ合板は米国などに輸出しているが，優良広

葉樹材の不足や輸出むけの不振から国内むけ合板もし

くは国内むけ製材への切替えが進んでいる。

　いずれにしても，これらは道産広葉樹材の堅ろうな

材質，木目などすぐれた特質を生かしたものであるが,

優良材のひっぱく感が年々強まってきていることは否

めない。ともあれ，本市は交通の要衝となっている内

陸中枢部という立地条件の良さを生かし，有力な広葉

樹製材業者や木材取扱い業者が多く，わが国屈指の広

葉樹の集散地として名を成している。

　1. 2　家具工業

　明治中期，旧軍の師団設置とともに，兵舎建設と市

街地の発展にともなって北陸地方から入り込んできた

家具，指し物職人が，大正期にかけて小規模の工作場

をもったことが始まりで，典型的な広葉樹資源立地型

工業である。昭和36年全国にさきがけて組合員の力で

自主木工団地（豊岡）を建設し，

また43年に（協）旭川木工センタ

ー（永山）を造成し，多くの企業

はこの両地域に集まっている。

　木製家具製造業者は約80，出荷

額は札幌市を抜いて全道一位，全

国対比で 3％を占めるまでにあが

ってきた。旭川家具の主力で発展

の基盤を築いたナラ，カバ収納タ

ンスに代表される箱物の伝統は,

いまでも一つの柱として生きてい

るが，年々，量産が可能な食器戸

棚，リビングボードなどの棚物類

にもウエートが移り，これが，い

ま一つの柱となっている。

　製品の販売先は，市内の問屋をへて本州に移出され

るものが多く，数年前から最終的には地元道内よりも

移出量の方が上回ってきている。

　材料面では，従前から材料提供者である製材業と使

用側である家具業界の間には，「道産広葉樹製材生産

量」＞「地元家具業界使用量」の関係にある。

　もともと，ナラ・カバ・センなどの良質な道産材を

豊富に使った北欧調の素朴，重厚，民芸的な高級家具

が本流で，製品の80％強がナラ・カバ・センを使って

おり，とくにナラの利用度が高い。

　2．広葉樹製材工場の実態

　2. 1　製材工場の概況

　旭川市内の製材業の地位を全道対比 ( 56年度 ) でみ

ると，第1表のとおりである。

　旭川における道産広葉樹の比重がきわ立っており,

市内の40工場のうち，広葉樹100％専門びき工場が10

工場，同50～99％工場が10工場, 計20工場が広葉樹を

半分以上ひいている。

　今回調査した広葉樹 100％ 専門びき7工場 ( 大型の

工場が多く選ばれた ) を道産広葉樹原木消費量順にな

らべると，第2表のとおりである。

　広葉樹製材業者が生産する製品の種類の多いことが
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　第 2 表　　調　　査　　工　　場　　一　　覧

注目されるが，このことは，原木の利用度を高めるた

めに，製材木取りの際，単一の商品だけをねらうので

はなく，種々の商品の生産を行っているためである。

　木取りの順序は，いまインチ材をひくのに適した上

物があるとすれば，まず価格の高いインチ材を多くと

るように製材し，つぎにインチ材をとり終った残材か

ら一般家具材やフローリング原板をとり，さらに利用

できる場合は土止板や製函材などをとり，最後のもの

をチップ原料にむけるのが実態である。

　これは，家具材やスキー材を生産する場合にも同様

にあてはまる。ただ，この場合は，原木の質や樹種が

異なるだけである。

　2. 2　原木の入手と二次流通

　原木の入手状況は，第3表 のとおりで，一業者平均

でみると，国産広葉樹の立木買いが約 3.7千m3，素材

買いが 17.7千m3 でこれは素材生産業者や製材業者か

らのものが多い。

　第3表　道産広葉樹素材の取扱い状況
　　　　　　　　　（単位：素材材積100m3／年）

　また，素材の販売は一業者平均12.8千m3で，素材入

手に対して60％に及んでいる。このことからも，広葉

樹製材業者は，たんなる製材生産業者から脱して，商

行為として素材や製材品（後述）の集荷販売分野に進

出していることがうかがえる。
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　素材の販売先は，地元もしくは道内のパルプ，製材，

合板工場に流れるものが大部分で，一部分の優良な材

が本州市場に流れている。

　このような商行為は,一般に大きい業者に多くみられ

るが小さい業者にもないとはいえない。

　いずれにしても，国有林からの立木処分されるもの

には針葉樹材も広葉樹材も含まれ，また広葉樹に限っ

てみても樹種が多く，径級品質などが多岐にわたる現

状では，用途別ふりわけの中で，商行為の介在する余

地が十分ある。すなわち，合板適材・インチ・家具適

材などのほか，パルプ材にしか使えない材なども含ま

れているので，製材・合板業者などの各業者は自ら加

工消費のために必要な材を除いては，自らが必要とす

る原木入手のために合板工場や他の製材工場さらには

パルプ工場と材を交換したり，あるいは純粋に材の売

買を行うのが普通である。

　ちなみに，広葉樹原木の用途別の価格順は，銘木級

→ 合板原木 → インチ材原木  → 一般材  → 小径木

→ パルプ原木の順で，銘木級はさておくとしても，

合板原木がもっとも価格が高く，パルプ原木がもっと

も安いのが相場である。

　上述のとおり，製材・合板工場間での買材が多いと

いっても,  もともとその大部分は国・道有林において

素材生産されたものであることを勘案すれば，広葉樹

製材業者はいまだ国・道有林依存型であることには変

わりがない。

　2. 3　製材の生産・仕入れと販売先

　製材品の工場生産，仕入れ，主な製品の販売先の状

況などを，第4表にとりまとめた。

　旭川の広葉樹製材工場の特徴として，製材品の仕入

れをかなり扱っていることがあげられる。

　一般に，インチ生産はナラ・カバという特定樹種に

指向し，大きい業者が小さい業者からインチ材を集荷

して輸出している。家具材については，大きい業者は

本州市場主体，小さい業者は地元ないしは道内市場と

結びつくものが多い。

　このように，大きい業者ほどインチ材や家具材の仕

入れが多く，商業的色彩が濃い。その集荷範囲は市内

の同業者から約 3割，その他全道各地からのものが約

7割といわれ，非常に大きな集荷能力をもっている。

　2. 4　原木に要求される形質限界

　製材木取りする場合，採材する主製品の種類 (用途)

によって，指向する樹種や原木に対して要求される形

質とその限界が異なるわけであるが，各工場の公約数

第 4表　道産広葉樹製材品の仕入れ方と販売先
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第 5 表　主な製材品に要求される原木の形質（末口径cm×長さm，品等）

的な値を示すと，第5表のとおりである。

　用途別に，原木に望まれる形質条件の優劣性をみる

と，インチ材＞家具・建具≒造作材＞床板用原板＞集

成材の順になっている。

　消息を知る確たる資料に乏しいが，昭和30年代まで

の尺上丸太を主体とした製材は遠ざかり，いまや末

口径 24cm，Ⅳ 等材までも上手にこなさなければなら

ない時代になっていることがうかがえる。

3．木製家具工場の実態

3．1　家具工場の概況

　旭川の家具装備品の全道に占める地位を出荷額ベー

スでみると，対全道比 22 ％（54年度）を占めている。

市の製造業全体の全道比がわずか 5％にすぎないこと

を勘案すると「家具産地旭川」のウエートはきわめて

高い。事業所数は80あるが，従業員数規模別の内訳は，

従業員数 1～5人：19社，同 6～19人：22社，同20～

49人：23社, 50～99人：14社, 100～150人：3 社とな

っている。

　調査した家具製造業者 6社を従業員数の順にならべ

てみると，第6表のとおりである。

　一業者平均でみると,年間の木材使用量は約1.8千m3，

　第 6 表　　調　査　工　場　の　あ　ら　ま　し
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　第 7表　　道産広葉樹材の仕入れ方と使用樹種

このうち道産広葉樹材が76％を占め，外材は24％程度

となっている。

　生産する家具製品は，各社それぞれ代表的なもの1，

2の品目に力を集中し，当然のことながら各社がそれ

ぞれ特徴のある品物を出していることがうかがえる。

　3. 2　材料の仕入れ

　家具用の道産広葉樹材の仕入れ状況を，第7表にと

りまとめた。

　ほとんどの業者が地元の製材業者から必要とする製

材品を直接購入して使っている。ただし，No.2は購入

原木を他の製材業者にひき材加工を依頼して，必要と

する材料の一部分を補っており，No.6は製材業も兼

ね，大部分を自社で生産した製材品でまかなっている。

　チーク，マホガニー，ローズウッドなどの化粧用と

して用いられる外国樹種はさておくとして，道産広葉

樹材に限っては，遠隔地からの購入や木材卸小売業者

からの購入はほとんどみられない。

　家具業者が，地元製材業者から仕入れる材料は，生

材かせいぜい天然乾燥した状態のものである。したが

って，大きい家具業者は自ら有する人工乾燥装置によ

り自標とする含水率にもっていくための乾燥をほどこ

し，小さい業者は人工乾燥を同業者に依頼している。

　家具業者の間では，製材業者から供される材料とし

ては，生材の状態ではなく，天乾されたものを望む声

が強い。また手に入る材料の幅がせまく，短いものが

多くなってきているために，加工に手間がかかり，歩

留まりが悪くなってきていることを指摘し，このため

の対応手段として，製品のデザイン，付加価値向上の

工夫がとくに大切であると考えられている。

　む　す　び

　かって，インチ材は外国市場に，家具材は東京・大

阪・名古屋・静岡などの本州市場に出されていたとい

うのが典型的な姿であったが，最近では優良な広葉樹

資源の減少から材の質が低下してきているため，イン

チ材の木取りに適した原木も少なくなり，今後輸出の

増加は望めそうにない。

　また，インチ材をとり去った材で生産される家具材

の質も悪化しているということや，他方では量的なま

とまりがないので，外材との競合の中にあって，道材

は本州の家具材の市場で先細りのかげりがみられる。

　このような状況の下で，また地元家具工業の着実な

発展にともない，地元での消費が年々増え，採算面に

おいても有利とみなされる場合が相当あらわれてきた。

　ともあれ,永年かかって築きあげた「ナラインチ材の

世界市場」は,このまま消えてなくなるはど根の浅いひ

弱なものとは思われない。また，家具材においても使

用価値の高い道産広葉樹資源の存在を基礎に，まだ本

州業者にくらべて市場対応が有利に展開しているとい

える。

　一方，家具業界においても，原材料の面においてき

わめてめぐまれた条件の下にあり，今後は道内外マー
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ケットにおける本州大手メーカーとの競争が主体となっ

ていくものと考えられる。産地ぐるみの共同事業化，

具体的には人工乾燥・倉庫・配送体制・原材料の共同

仕入れなど，と同時に生産品目の補完を目的としたグ

ループ化の輪を拡げるなど業務提携を図っていく必要

があるといわれている。総合的な品ぞろい産地への成

長が期待される｡

　　　　　　　　　　　　　　　－指導部　調査科－

　　　　　　　　　　　　（原稿受理　昭57．10．4））
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